
みやぎ生協の取組み

産直推進本部事務局長

沼沢美知雄





本日の報告内容

１．放射性物質問題への基本対応

２．産直（契約）牛乳を例に

３．全国の生協とともに「陰膳方式」での普段

の食事の中での放射性物質量の検査

４．まとめ



放射性物質問題への基本対応

１．組合員が安心して商品を利用できる生協づ
くりを進めます。

２．商品の放射性物質検査を年間計画に基づ
いて行ないます。

３．組合員や職員の学習を深めて、正しい情報

に基づく対応をします。

４．地域経済の活性化のために被災者支援、
地産地消商品の普及に努めます。
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鳴子上原牛乳１ℓ　販売数 　　　　　　　　前々年販売数 　　　　　　　　　　　前々年比

鳴子上原牛乳１ℓ　販売数 9,604 10,201 7,873 8,023 7,069 7148 8151 12461 13570

　　　　　　　　前々年販売数 11,933 13,505 19,426 20,203 14,775 16511 20443 19677 13875

　　　　　　　　　　　前々年比 80.5% 75.5% 40.5% 39.7% 47.8% 43.3% 39.9% 63.3% 97.8%

１月度 ２月度 ３月度 ４月度 ５月度 ６月度 ７月度 ８月度 ９月度
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角田丸森牛乳１ℓ　販売数 　　　　　　　　前々年販売数 　　　　　　　　　　　前々年比

角田丸森牛乳１ℓ　販売数 6490 7089 6484 6050 5949 5389 5729 8822 10008

　　　　　　　　前々年販売数 14203 21663 19127 20802 16788 20352 18177 16066 17134

　　　　　　　　　　　前々年比 45.70% 32.70% 33.90% 29.10% 35.40% 26.5% 31.5% 54.9% 58.4%

１月度 ２月度 ３月度 ４月度 ５月度 ６月度 ７月度 ８月度 ９月度



協同組合として放置できない

・小売業は、売れない商品を売ることはしない。

・３０％台まで下がった売上げは商品の製造中
止を意味している。

・７月から組合員に利用のお願い

・店舗チーフの産地研修会、自店の数値目標
の設定。

入荷後４日での売切り指示

・ＤＶＤの作成

・組合員協力による店舗での試飲

・宅配（共同購入）でもお勧め活動











永年性牧草

単年生牧草



産直牛乳での「自給単年生牧草」
の給餌再開

第一段階として

１．震災発生以降に耕地を反転耕起・播種

２．生産者ごとに自給牧草の放射性物質検査

３．メーカーによる原乳の検査強化とシュミレー
ション

４．みやぎ生協の自主検査を月１回から週１回へ
変更。

売上げを戻すことと同時に生産者の原価引下げ



消費者は「ネガティブ」よりも
「ポジティブ」の情報が欲しい



陰膳方式による家庭の食事の検査

①実施時期：２０１２年７月２５日～２０１２年９月２１日

②実施数 ：みやぎ生協組合員５０軒

栗原市２、仙台市６、丸森町５、登米市２、名取市４、角
田市５、気仙沼市２、白石市５、柴田町３、大崎市１、
川崎町５、亘理町３、石巻市３、大河原町２、山元町１

③方法：各家庭の２日分の食事（６食分と間食）を１サン
プルとして、全て混合し測定

④測定器 ：ゲルマニウム半導体検出器

⑤検出限界：１Ｂｑ／ｋｇ

⑥測定物質：セシウム１３４、セシウム１３７、カリウム４０

⑦検査機関：日本生協連検査センター



結果

・サンプル全体の９８％は放射性セシウムが不検出でし
た。

・５０サンプル中４９サンプルからは、検出限界（１Ｂｑ／ｋ
ｇ）以上の放射性セシウムは検出されませんでした。１
Ｂｑ/ｋｇ以上の検出が見られたのは１件で、昨年の検出
数と同じでした。

・検出物質はセシウム１３７で１．１Ｂｑ/ｋｇでした。検出さ
れた家庭が同じ食事を1年間摂ったと仮定（検出してい
ないセシウム１３４は、検出限界の１．０Ｂｑ/ｋｇ含まれ

ていたものとして算出）すると、一人当たりの内部被爆
量は０．０１９ｍＳｖとなり、「食品から年間１ｍＳｖ」に対
して２％程度となります。







陰膳方式による食卓の検査





全国の陰膳方式での検査結果から

１．２５０サンプル中２３９は検出限界以下。

不検出が全体の９５．６％

２．１Ｂｑ／ｋｇ以上の検出は１１件

３．１１家族のサンプルと同じ食事を１年間食べ
続けたと仮定すると、食事からの内部被爆線
量は０．０１９～０．１３６ｍＳｖと推定。

「新基準」の根拠の１ｍＳｖの１．９～１３．６％

４．１１サンプルの中央値１．４０Ｂｑ／ｋｇ

年間被爆線量は０．０２３で、１の２．３％



２０１２年以降の計画

引き続き、日生協を中心に全国の生協・組合員

と情報や課題を共有化し、更なるリスクコミニュ

ケーションを図ります。

国に対しては、現状を正しく分かりやすく伝える

ことや、新しい基準に対応した地方自治体での

検査体制の強化などを引き続き要望します。



まとめ

今年２０１２年は「国際協同組合年」です。協

同組合が果たす、経済・社会への貢献やさま

ざまな活動をさらに広めるために今後への期

待とともに国連が定めた国際年です。

みやぎ生協は協同組合として、よりよい社会

を築くために組合員である消費者とともに地

域経済の活性化を考えながら食卓への安心

確保に努めてゆきます。


